
別紙

中部森林管理局入札監視委員会審議概要

（ホームページ掲載日：平成２３年８月５日）

開催日及び場所 平成２３年７月８日（金） 局会議室

委 員 永井真介（弁護士）

立岡幸江（税理士）

伴在賢時郎（ジャーナリスト）

審議対象期間 平成２３年１月１日 ～ 平成２３年３月３１日

審議対象案件 ２２０件 うち １者応札 １５件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ４件

６４件 うち １者応札 ９件

抽出案件 (抽出率２９％) (抽出率６０％)

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ３件

(抽出率７５％)

一般競争 ２７件 うち １者応札 該当なし

契約の相手方が公益社団法人等の案件 該当なし

指 公募型指名競争 該当なし

工事 名 工事希望型指名競争 該当なし

競 その他の指名競争 該当なし

争

抽 随意契約 該当なし

案 一般競争 ９件 うち １者応札 １件

件 契約の相手方が公益社団法人等の案件 該当なし

内 指 公募型競争 該当なし

訳 名 簡易公募型競争 該当なし

業務 競 その他の指名競争 該当なし

争

随 公募型プロポーザル 該当なし

意 簡易公募型プロポーザル 該当なし

契 標準型プロポーザル 該当なし

約 その他の随意契約 該当なし

一般競争 ２８件 うち １者応札 ８件

物品・ 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ３件

役務等 指名競争 該当なし

随意契約（企画競争・公募） 該当なし

随意契約（その他） 該当なし

（特記事項） 特になし

意見・質問 回答等

委員からの意見・ 森林環境保全整備事業と保安林改良事業 森林環境保全整備事業、保安林改良事業

質問、それに対す の落札率を見ると最小４４％、最高９５％ の主な作業種は、植付、下刈、除伐、本数

回答等 と落札率に開きがあるが、何か理由がある 調整伐等であり、治山、土木工事等と違い

のか。 大型機械や資材の納入先の確保、特別な資

特に落札率が低いものに対しての予定価 格等を必要としないため、管外を含む他業

格は適切なのか。 種等からの新規参入が多くなってきている。

作業種によっては、価格競争が激しくな

っており、そのことが一因と考えられる。

造林事業について、同時期に同じ事業者 補正予算等に係る事業で、発注がこの時

と数件の契約がなされているが、事業期間 期となったが、翌債による繰越手続きをし

等、履行の可能性に問題はないのか。 ており、事業期間等、問題はないと考える。



生産事業について、保育間伐活用型の事 保育間伐の活用型は間伐した材を切り捨

業を単価契約としている理由いかん。 てとせず一定の箇所まで搬出する作業であ

るため、その手間は面積よりも材積に左右

される。収穫調査は行うものの当初の予定

数量と最終搬出量がやや変動する場合があ

り、請負代金を実際に搬出した材積に応じ

た精算払いとすることとしている。このた

め、単価による入札としているところであ

る。

委員会による意見 事業規模ごとに落札率を見てみたが、中 参考とさせて頂く。

の具申又は勧告の 間の規模の事業の落札率が低い面があり、

内容 この要因がよく分からない。落札率の分析

に当たり、契約規模も分析の要素としてみ

てはどうか。

事務局：中部森林管理局 企画調整室

(注) 公益社団法人等とは、公益社団法人又は公益財団法人（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第４２条第

１項に規定する特例社団法人又は特例財団法人を含む。）をいう。



【公表用】

第１回入札監視委員会資料

平成２３年度

中部森林管理局

開催日時：平成２３年７月８日（金）
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